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て
い
た
“
原
子
力
村
”
の
人
た
ち
は
、
立

地
戦
略
を
練
り
直
し
、
膠
着
状
態
の
打
開

を
模
索
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

「
幌
延
問
題
」の
不
幸
は
“
核
の
ゴ
ミ
”
の

後
始
末
対
策
を
め
ぐ
る
議
論
が
政
治
問
題

化
し
す
ぎ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
─
─
と
筆
者
は
捉
え
て
い
る
。

　

転
換
期
に
な
っ
た
の
は
、
93
年
夏
の
非

自
民
連
立
政
権
の
誕
生
時
か
ら
、
95
年
春

の
横
路
孝
弘
氏（
故
人
）か
ら
堀
達
也
氏
へ

の
知
事
の
交
代
に
至
る
１
年
半
余
り
だ
っ

た
。
連
立
政
権
で
科
技
庁
長
官
に
は
江
田

五
月
氏（
故
人
）が
就
任
。
当
時
の
道
や
旧

社
会
党
・
全
道
労
協
セ
ン
タ
ー
の
幹
部
ら

は
、
同
氏
の
対
応
に
期
待
を
寄
せ
、
妥
協

策
を
見
つ
け
よ
う
と
し
た
。

　

当
時
は
副
知
事
だ
っ
た
堀
氏
の 

“
密

使
” 

と
し
て
水
面
下
で
動
い
た
の
は
、
道

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
代
表
委
員
な
ど
を

務
め
て
い
た
古
川
隆
之
氏
だ
っ
た
。
科
技

庁
長
官
退
任
後
の
01
年
夏
、
筆
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
、
江
田
氏
は
そ
の
事
実

を
認
め
て
い
る（
拙
著『
核
に
揺
れ
る
北
の

大
地
』で
紹
介
）。
地
元
・
周
辺
住
民
や
道

民
の
中
に
反
対
機
運
が
持
続
し
て
い
た
の

に
も
係
わ
ら
ず
、
政
治
決
着
の
ほ
う
を
優

先
さ
せ
、
現
在
に
至
る
火
種
を
残
し
た
当

時
の
関
係
者
の
責
任
は
重
い
。

「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
」の
中
核
施
設
だ
っ

た
深
地
層
試
験
場
は
、
千
２
百
平
方
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
敷
地
の
地
下
に
２
百
平
方

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
試
験
室
を
設
け
、
天
然

バ
リ
ア
や
人
工
バ
リ
ア
に
関
す
る
試
験
研

究
を
実
施
す
る
─
─
と
さ
れ
た
。
88
年
こ

ろ
の
ボ
ー
リ
ン
グ
開
始
を
め
ざ
し
、
科
技

庁
や
原
子
力
委
員
会
は
、
国
民
に
地
層
処

分
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
位
置
づ
け
て
い
た
。

　

ま
た
動
燃
は
、
地
層
処
分
に
関
す
る
調

査
研
究
報
告
書（
88
年
）の
中
で
、

「
地
層
施
設（
注
＝
処
分
場
の
こ
と
）と
同

一
条
件
下
で
研
究
と
技
術
の
実
証
を
行
い
、

こ
れ
を
地
層
処
分
に
絶
え
ず
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
の
た

め
地
層
施
設
に
隣
接
し
て
地
下
研
究
施
設

（
深
地
層
試
験
場
）を
置
く
」

　

と
の
構
想
を
示
し
て
い
る
。「
幌
延
は

処
分
地
で
は
な
い
」と
強
調
す
る
一
方
で
、

処
分
場
と
の
セ
ッ
ト
案
を
想
定
し
た
わ
け

だ
。
施
設
の
位
置
づ
け
は
不
透
明
、
い
つ

で
も
都
合
の
い
い
中
身
に
変
え
ら
れ
る
計

画
で
あ
り
、「
な
し
崩
し
的
に
処
分
地
に
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
…
」と
道
民
が
危
惧

す
る
の
は
当
然
の
帰
結
だ
っ
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
曖
昧
な
見
解
は
、
そ
の

後
も
続
く
。
原
子
力
委
員
会
の
川
上
幸
一

委
員（
当
時
）は
業
界
誌
へ
の
投
稿
で
、「
地

下
研
究
施
設
が
将
来
、
処
分
場
に
な
ら
な

い
と
し
て
も
、
施
設
に
近
い
同
じ
地
層
の

地
域
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
問
題
が
残

る
」と
告
白
。
ま
た
、
同
委
員
会
放
射
性

廃
棄
物
対
策
専
門
部
会
長
の
生
田
豊
朗
氏

は
、「
将
来
的
に
研
究
に
メ
ド
が
つ
い
た
あ

と
、
地
元
の
意
向
が
変
わ
れ
ば
、（
処
分
場

へ
と
）話
は
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
述

べ
た（
92
年
10
月
22
日
付
け『
原
子
力
産
業

新
聞
』）。

「
地
層
処
分
に
向
け
た
大
ま
か
な
青
写
真

は
あ
る
が
、
実
際
に
は
出
た
と
こ
勝
負
」

と
い
う
、
無
定
見
な
原
子
力
政
策
は
ず
っ

と
続
い
て
き
た
。「
原
子
力
長
計
」で「
試
験

場
と
処
分
場
を
明
確
に
区
別
し
て
進
め

る
」と
明
文
化
し
て
も
、
道
民
の
疑
念
は

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
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北
海
道
の
放
射
性
廃
棄
物
施
設
問
題
を
め
ぐ
る
歴
史
を
た
ど
る（
中
）

　

北
海
道
の
放
射
性
廃
棄
物
施
設
問
題
を
め
ぐ
る
歴
史
を
た
ど
る（
中
）

80
年
代
に
動
燃（
現
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
）が
道
北
の
幌
延
町
で
進
め
よ
う
と
し
た

「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
」の
計
画
は
、
道
民
や
道
庁
、
道
議
会
な
ど
の
反
対
に
遭
っ
て
90
年
代

初
め
に
は「
立
地
断
念
」の
寸
前
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
や
動
燃
は
巻
き
返
し
を
図
り
、

同
セ
ン
タ
ー
の
中
核
施
設
と
位
置
づ
け
て
い
た「
深
地
層
試
験
場
」に
絞
っ
て
建
設
を
模
索
。

当
時
の
堀
達
也
知
事
の
支
持
母
体
に
も
働
き
か
け
、
98
年
に
は
同
試
験
場
の
単
独
立
地
を
申

し
入
れ
る
に
至
る
。
こ
う
し
た
動
き
に
道
北
の
住
民
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
し
て
再
び
反
対
の

声
が
広
が
り
、
知
事
室
前
で
の
座
り
込
み
な
ど
を
含
む
抵
抗
運
動
が
展
開
さ
れ
た
─
─
。
第

２
回
は
、
立
地
断
念
の
寸
前
か
ら
２
０
０
０
年
10
月
の
堀
知
事
に
よ
る
深
地
層
試
験
場
の
立

地
受
け
入
れ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
ふ
り
返
る
。　
　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

ゴ
ー
サ
イ
ン
は
何
故
出
た
か

ゴ
ー
サ
イ
ン
は
何
故
出
た
か

国
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
対
策
の

国
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
対
策
の

「
要
の
地
」と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
幌
延

「
要
の
地
」と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
幌
延

〝核のゴミ〟地層処分に向けた、幌延町への深地層試験場の単独立〝核のゴミ〟地層処分に向けた、幌延町への深地層試験場の単独立
地を受け入に走る北海道に対し、道北の酪農民が稚内から札幌ま地を受け入に走る北海道に対し、道北の酪農民が稚内から札幌ま
でトラクターに乗って反対をアピール。道庁に到着し、集会を開でトラクターに乗って反対をアピール。道庁に到着し、集会を開
いた（2000 年９月 18 日）いた（2000 年９月 18 日）

　

１
９
９
０
年
７
月
に
道
議
会
が「
貯
蔵

工
学
セ
ン
タ
ー
設
置
に
反
対
す
る
決
議
」

を
可
決
し
た
こ
と
で
、
幌
延
町
で
の
動
燃

の
計
画
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
八
方
塞
が

り
に
な
る
。
し
か
し
、
科
学
技
術
庁（
現

文
部
科
学
省
）は
、「
計
画
の
撤
回
は
あ
り

得
な
い
。
白
紙
に
戻
せ
ば
わ
が
国
の
原
子

力
政
策
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
」な
ど
と

し
て
、
立
地
を
断
念
し
な
か
っ
た
。

　

ま
も
な
く
、
地
元
・
周
辺
地
域
に
対

し
、
あ
の
手
こ
の
手
の
浸
透
作
戦
が
始
ま

る
。
動
燃
は
原
子
力
関
連
施
設
の
視
察
や

新
聞
・
雑
誌
へ
の
広
告
の
掲
載
な
ど
を
進

め
、
科
技
庁
は
幌
延
町
と
周
辺
７
市
町
村

を「
重
要
電
源
等
立
地
推
進
対
策
補
助
金
」

の
交
付
対
象
に
加
え
、
事
態
の
打
開
を
め

ざ
す
。
全
国
の
原
発
立
地
地
域
で
く
り
返

さ
れ
た
、
お
金
で
自
治
体
を
懐
柔
し
、
立

地
に
向
け
た
地
な
ら
し
を
試
み
た
わ
け
だ
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
背
景
に
92
年
、
原
子

力
委
員
会
の
専
門
部
会
は
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
対
策
の
基
本
計
画
を
示
し
た
。

計
画
に
は
、
２
０
０
０
年
ま
で
に
処
分
事

業
の
実
施
主
体
を
設
立
し
、
30
～
40
年
代

半
ば
に
は
処
分
場
の
操
業
を
め
ざ
す
、
と

あ
る
。
計
画
を
実
現
す
る
か
な
め
が「
貯

蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
」の
中
核
施
設
と
さ
れ

た「
深
地
層
試
験
場
」で
あ

り
、
そ
こ
に
は「
処
分
場

の
計
画
と
明
確
に
区
別
し

て
、
複
数
の
深
地
層
試
験

場
の
建
設
を
進
め
る
」と

書
か
れ
て
い
る（
注
＝
94

年
に「
原
子
力
長
計
」で
明

文
化
）。

「
明
確
に
区
別
」す
る
根
拠

は
曖
昧
だ
が
、
道
議
会
の

反
対
決
議
で
意
気
消
沈
し

「
立
地
断
念
」寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ

巻
き
返
し
作
戦
に
動
い
た
国
と
動
燃

ラ
ベ
ル
を
貼
り
替
え
立
地
申
し
入
れ

曖
昧
な
深
地
層
試
験
場
の
位
置
づ
け

堀達也知事に対する立地要請の直後、核燃
機構が示した「訂正文」（98年 10 月）
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す
ぎ
な
い
。
申
し
入
れ
書
に
も「
白
紙
撤

回
」の
文
言
は
な
か
っ
た
。

　

単
独
立
地
の
申
し
入
れ
を
受
け
た
道
側

は
、
水
面
下
で
堀
知
事
の
支
持
母
体
の
連

合
北
海
道
な
ど
の
幹
部
ら
と
動
燃
事
務
所

の
撤
去
や
関
連
予
算
の
削
除
な
ど「
白
紙

の
条
件
」を
協
議
し
、
科
技
庁
と
す
り
合

わ
せ
を
し
た
上
で
申
し
入
れ
に
応
じ
る
日

程
な
ど
に
つ
い
て
調
整
。
一
般
道
民
は
も

ち
ろ
ん
、
支
持
母
体
の
構
成
員
も
与
り
知

ら
ぬ
と
こ
ろ
で
政
治
的
に
事
を
進
め
た
。

　

当
時
の
真
田
俊
一
副
知
事（
故
人
）は
、

98
年
中
に
も
政
治
決
着
さ
せ
る
意
向
を
示

し
た
が
、
道
の
幹
部
た
ち
は
道
民
の
意
思

を
見
く
び
っ
て
い
た
。

　

98
年
９
月
の
幌
延
町
公
民
館
。「
知
事
に

よ
る
白
紙
表
明
は
近
い
」と
の
観
測
が
流

れ
る
中
、
道
と「
核
廃
棄
物
施
設
の
誘
致

に
反
対
す
る
道
北
連
絡
協
議
会
」と
の
意

見
交
換
会
が
開
か
れ
た
。
住
民
側
は「
予

定
地
で
は
科
技
庁
の
白
紙
表
明
後
も
警
備

員
が
配
置
さ
れ
、
地
主
と
動
燃
の
間
で
土

地
の
賃
貸
契
約
も
継
続
中
だ
」、「
事
務
所

は
閉
鎖
し
た
と
い
う
が
、
地
元
採
用
の
職

員
が
業
務
を
続
け
て
い
る
」な
ど
と「
白

紙
」と
は
裏
腹
の
実
態
を
次
々
に
突
き
つ

け
た
。

　

10
日
ほ
ど
経
っ
て
堀
知
事
は
、
住
民
ら

の
声
を
押
し
切
る
形
で「
計
画
が
白
紙
に

払
拭
で
き
な
い
─
─
。

　

98
年
２
月
、
科
技
庁
の
加
藤
康
宏
原
子

力
局
長
は
堀
知
事
に
対
し
、

「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
計
画
は
取
り
や
め
、

新
た
な
提
案
と
し
て
幌
延
町
で
深
地
層
試

験
を
早
急
に
推
進
し
た
い
」

　

と
し
て
、
深
地
層
施
設
の
単
独
立
地
を

申
し
入
れ
た
。
計
画
発
表
か
ら
14
年
目
の

方
針
転
換
だ
が
、「
取
り
や
め
」る
は
ず
の

計
画
の
中
核
施
設
が
深
地
層
試
験
場
な
の

だ
か
ら
、
ラ
ベ
ル
を
貼
り
替
え
た
提
案
に

で
き
な
い
反
対
で
あ
る
と
し
て
い
る
以
上
、

私
は
反
対
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。（
略
）知

事
が
意
見
を
言
わ
な
い
で
、
地
元
周
辺
市

町
村
に
意
見
を
求
め
決
定
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
に
対
し
て
は
、
反
対
せ
ざ
る
を
得
な

い
」

　

こ
れ
は
、
道
か
ら
の
意
見
照
会
に
対
し
、

当
時
の
笠
井
勝
雄
・
猿
払
村
長（
故
人
）み

ず
か
ら
ペ
ン
を
執
っ
た「
回
答
書
」の
一
部

だ
。
旗
幟
鮮
明
で
、 “
ホ
タ
テ
の
村
” 

の

切
実
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

幌
延
町
と
周
辺
７
市
町
村
の
住
民
は
、

深
地
層
施
設
の
立
地
を
ど
う
捉
え
た
の
か

が
盛
ん
で
漁
業
を
中
心
に
し
た
産

業
振
興
に
尽
力
し
て
き
た
歴
史
を

持
つ
、宗
谷
管
内
の
猿
払
村
だ
っ
た
。

「
党
利
・
党
略
に
よ
り（
幌
延
立
地

を
）強
行
に
推
進
す
る
こ
と
は
、
道

民
を
愚
弄
す
る
も
の
で
あ
り
怒
り

さ
え
感
じ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
知

事
の
姿
勢
は
、
曖
昧
で
、
道
民
合

意
の
取
り
方
に
問
題
が
あ
り
、
地

方
分
権
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で

あ
る
。（
略
）担
保
措
置
と
し
て
協

定
書
な
る
も
の
を
交
わ
す
と
し
て

い
る
が
、
将
来
に
お
い
て
、
そ
の

効
力
に
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
ず
、

道
条
例
に
核
抜
き
を
盛
り
込
ん
だ

と
し
て
も
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
。

　
最
終
的
に
処
分
場
に
さ
れ
る
可
能
が
大

で
あ
る
と
考
え
る
。
住
民
の
大
方
が
賛
成条例や協定など「担保措置」と引き替えに

立地を受け入れた当時の堀知事

知事室前に座り込み、立地受け入れに抗する道北の住民ら（2000 年
10 月 2日）

道北連絡協議会は住民 1,000 人を対象に世論調査を実施。その結果を
伝えるチラシ（2000 年９月発行）

道が幌延町内で開催した反対派住民らとの意見交換会（2000 年９月９日）

受
け
入
れ
に
抵
抗
し
た
道
民
の
運
動

妥
協
の
産
物
だ
っ
た
道
条
例
の
制
定

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

論
す
る
の
は
お
か
し
い
─
─
と
、
道
北
連

絡
協
議
会
や
札
幌
な
ど
の
市
民
団
体
の
メ

ン
バ
ー
ら
は
抵
抗
運
動
を
く
り
広
げ
た
。

数
々
の
申
し
入
れ
や
道
と
の
折
衝
、
意
見

交
換
会
の
開
催
、
検
討
委
の
運
営
や
海
外

調
査
に
対
す
る
提
言
、
質
問
状
の
提
出
、

反
対
集
会
、
道
庁
前
で
の
チ
ラ
シ
配
布
…

…
。
結
論
を
急
ご
う
と
す
る
道
側
と
の
せ

め
ぎ
あ
い
が
続
き
、「
99
年
中
の
知
事
判

断
」は
先
送
り
さ
れ
て
い
っ
た
。

「
担
保
措
置
」の
ひ
と
つ
に
挙
げ
た
“
核
抜

き
協
定
”
に
つ
い
て
、
道
は
周
辺
自
治
体

も
含
め
た
締
結
を
期
待
し
た
が
、
幌
延
町

以
外
の
自
治
体
は
当
事
者
に
な
る
こ
と
を

拒
ん
だ
。「
厄
介
な
立
地
問
題
に
巻
き
込
ま

れ
た
く
な
い
」と
の
意
向
が
働
い
た
か
ら

で
、
道
の
意
見
照
会（
00
年
９
月
）に
対
し

て
、
周
辺
７
自
治
体
の
首
長
全
員
が「
慎

重
・
反
対
意
見
」を
述
べ
た
。

　

こ
れ
は
、
道
や
国
に
対

す
る
依
存
体
質
が
強
い
道

内
自
治
体
に
あ
っ
て
、
歴

史
的
な
出
来
事
だ
っ
た
。

最
近
の
泊
原
発
再
稼
働
を

め
ぐ
る
後
志
管
内
で
の
動

き
と
は
、
す
こ
ぶ
る
対
照

的
で
は
な
い
か
。

　

拒
否
姿
勢
が
最
も
強

か
っ
た
の
は
、
ホ
タ
テ
漁

─
─
２
０
０
０
年
９
月
に
道
北
連
絡
協
議

会
が
北
海
道
新
聞
情
報
研
究
所（
当
時
）に

委
託
し
、
住
民
千
人
を
対
象
に
実
施
し
た

世
論
調
査
の
結
果
が
あ
る
。
76
％
の
人
が

「
立
地
反
対
」と
答
え
、「
堀
知
事
は
ど
う
判

断
す
べ
き
か
？
」と
の
問
い
に「
受
け
入
れ

る
べ
き
」は
５
％
に
す
ぎ
な
い
。
85
％
の

人
が
道
や
国
の
情
報
提
供
は「
不
十
分
だ
」

と
し
た
。
道
が
示
し
た「
担
保
措
置
」で
安

心
で
き
る
の
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
数
字
が

出
る
は
ず
も
な
い
。

　

し
か
し
、
政
府
や
核
燃
機
構
の
意
向
を

忖
度
し
た
道
は
、
立
地
受
け
入
れ
を
選
択

し
た
。
道
議
会
も
賛
否
が
分
か
れ
、
会
派

間
の
妥
協
の
産
物
と
し
て「
北
海
道
に
お

け
る
特
定
放
射
性
廃
棄
物
に
関
す
る
条

例
」が
制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
前
段
で

深
地
層
施
設
で
の
試
験
研
究
の「
一
層
の

推
進
」を
求
め
、
末
尾
で「
特
定
放
射
性
廃

棄
物
の
持
込
み
は
慎
重
に
対
処
す
べ
き
で

あ
り
、
受
け
入
れ
難
い
こ
と
」を
宣
言
す

る “
折
衷
策
” 

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
同
年
10
月
14
日
、
貯
蔵
工
学

セ
ン
タ
ー
計
画
を
断
念
さ
せ
る
寸
前
ま
で

追
い
詰
め
な
が
ら
、
堀
知
事
は「
宣
言
条

例
」の
制
定
と
引
き
替
え
に
計
画
の
大
き

な
柱
だ
っ
た
深
地
層
施
設
の
立
地
に
ゴ
ー

サ
イ
ン
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

戻
っ
た
」と
し
て
、
計
画
変
更
案
を
検
討

す
る
意
思
を
表
明
。
こ
れ
を
受
け
て
翌
10

月
、
動
燃
か
ら
改
組
さ
れ
た
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
開
発
機
構（
核
燃
機
構
）の
都
甲
泰
正

理
事
長
が
道
庁
を
訪
れ
、
堀
知
事
に
深
地

層
試
験
場
の
立
地
を
正
式
に
申
し
入
れ
た
。

し
か
し
、
直
後
の
記
者
会
見
で
ド
タ
バ
タ

劇
が
起
き
る
─
─
。

「
幌
延
地
域
に（
核
ゴ
ミ
の
）中
間
貯
蔵
施

設
を
将
来
持
っ
て
く
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
」と
理
事
長
は
言
い
切
っ
た
が
、
直

後
に
核
燃
機
構
か
ら
訂
正
文（
別
項
を
参

照
）が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
貯

蔵
施
設
の
幌
延
立
地
に
含
み
を
残
す
文
言

が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

正
式
な
立
地
申
し
入
れ
を
受
け
て
99
年

初
め
、
道
庁
内
に
関
連
の
課
長
級
職
員
で

構
成
す
る
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、「
99

年
秋
の
知
事
判
断
」を
念
頭
に
、
次
の
よ

う
な
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
た
。

　
①
検
討
委
が
計
画
に
対
す
る「
考
え
方
」

　
　
を
示
す

　
②
有
識
者
の
懇
談
会
に
意
見
を
求
め
る

　
③
経
済
部
職
員
に
よ
る
海
外
事
情
調
査

　
④
幌
延
と
周
辺
８
市
町
村
で
道
民
の
意

　
　
見
を
聴
く

　
⑤
知
事
が
受
け
入
れ
の
諾
否
を
判
断

　

わ
ず
か
半
年
余
り
で
知
事
判
断
に
持
ち

込
も
う
と
い
う
、「
道
民
合
意
を
前
提
に
検

討
す
る
」と
の
知
事
公
約
に
も
反
す
る
形

式
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
そ
の
検
討
の
中

身
は
、
計
画
容
認
を
想
定
し
た
上
で
、“
核

の
ゴ
ミ
”
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
た
め
に
、

「
条
例
の
制
定
」や「
協
定
書
の
締
結
」を
担

保
措
置
と
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
た
。

　

北
海
道
の
将
来
に
か
か
わ
る
大
き
な
問

題
を
、
こ
ん
な
短
期
間
に
、
し
か
も
立
地

の
是
非
を「
担
保
措
置
」に
す
り
替
え
て
議


